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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第１四半期連結
累計期間

第99期
第１四半期連結
累計期間

第98期

会計期間

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
12月１日
至平成25年
２月28日

自平成23年
12月１日
至平成24年
11月30日

売上高（千円） 1,340,5851,364,5205,829,453

経常利益（千円） 12,198 11,957 73,797

四半期（当期）純利益（千円） 10,588 10,016 54,404

四半期包括利益又は包括利益（千円） 43,335 75,696 87,422

純資産額（千円） 518,316 638,108 562,282

総資産額（千円） 5,547,8045,627,7925,635,412

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 1.06 1.00 5.46

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － － －

自己資本比率（％） 9.34 11.34 9.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　 　 　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載いた

しました「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況 

（経営成績の分析）　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済政策への期待感から円安傾向、株価上昇の動きが見

られたものの、欧州の債務問題の長期化や新興国の成長鈍化などにより、依然として景気の先行きは不透明な状況で

推移しました。

　このような状況のもと、当社グループは前連結会計年度に引き続き、人件費をはじめとする諸経費の削減、製造原価

の低下などの対応策を行い、新規顧客獲得に向けて積極的に営業活動に努めました。

　当第１四半期連結累計期間は、売上高1,364百万円（前年同期比1.8％増）、経常利益11百万円（前年同期比2.0％

減）、四半期純利益10百万円（前年同期比5.4％減）となりました。

　なお、当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略しておりま

す。

 

（財政状態の分析）

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末に比べ投資有価証券が93百万円、たな卸資産が72百万円それぞれ増加し、受取手形及び

売掛金が160百万円減少したこと等により、5,627百万円（前連結会計年度末比7百万円減）となりました。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ退職給付引当金が33百万円、繰延税金負債が27百万円それぞれ増加し、長期借入金

が51百万円減少したこと等により、4,989百万円（前連結会計年度末比83百万円減）となりました。

（純資産） 

　純資産は、前連結会計年度末に比べその他有価証券評価差額金が65百万円増加したこと等により638百万円（前連結

会計年度末比75百万円増）となりました。　 

 　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　　　 

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は64百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、研究開発による新製品は、次のとおりであります。

　　・反射板用PCMプリミド粉体塗料 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 10,000,000 10,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年12月１日～

平成25年２月28日 
－ 10,000,000 － 500,000 － 41,095

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載することができない

ことから、直前の基準日である平成24年11月30日の株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成24年11月30日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） (普通株式)　  46,000　 － －

完全議決権株式（その他） (普通株式) 9,906,000 9,906 －

単元未満株式 (普通株式)　  48,000 － －

発行済株式総数 10,000,000 － －

総株主の議決権 － 9,906 －

  

②【自己株式等】

　 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株

式総数に

対する所

有株式数

の割合

（％）

川上塗料㈱
兵庫県尼崎市塚口本町

２－41－１
25,000 － 25,0000.25

㈱友進商会
大阪府守口市大庭町２

－８－24
－ 21,000 21,0000.21

計 － 25,000 21,000 46,0000.46

(注)　㈱友進商会は当社取引先の販売店持株会である川上塗料共栄会の会員であり、川上塗料共栄会名義で

　　　所有しております。 

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年12月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 688,334 666,309

受取手形及び売掛金 2,033,263 1,873,065

商品及び製品 812,868 898,864

仕掛品 36,183 27,977

原材料及び貯蔵品 234,883 229,817

その他 75,889 85,672

貸倒引当金 △50 △27

流動資産合計 3,881,373 3,781,679

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 407,776 402,291

機械装置及び運搬具（純額） 114,293 111,791

土地 775,505 775,505

その他（純額） 37,552 38,635

有形固定資産合計 1,335,127 1,328,224

無形固定資産 5,943 12,024

投資その他の資産

投資有価証券 364,672 458,102

その他 48,585 48,051

貸倒引当金 △290 △290

投資その他の資産合計 412,967 505,863

固定資産合計 1,754,039 1,846,113

資産合計 5,635,412 5,627,792
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,914,255 1,932,947

短期借入金 1,583,155 1,566,956

未払法人税等 9,063 3,477

その他 276,837 187,255

流動負債合計 3,783,311 3,690,636

固定負債

長期借入金 695,347 644,062

繰延税金負債 38,478 65,892

退職給付引当金 371,913 405,214

役員退職慰労引当金 57,228 59,526

その他 126,852 124,352

固定負債合計 1,289,819 1,299,047

負債合計 5,073,130 4,989,683

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 41,095 41,095

利益剰余金 △42,737 △32,721

自己株式 △7,021 △6,891

株主資本合計 491,336 501,482

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,945 136,626

その他の包括利益累計額合計 70,945 136,626

純資産合計 562,282 638,108

負債純資産合計 5,635,412 5,627,792

EDINET提出書類

川上塗料株式会社(E00896)

四半期報告書

 8/14



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 1,340,585 1,364,520

売上原価 1,113,310 1,132,217

売上総利益 227,274 232,303

販売費及び一般管理費 214,438 221,490

営業利益 12,835 10,812

営業外収益

受取利息 43 31

受取配当金 3,578 2,159

持分法による投資利益 754 613

技術権利料 7,979 11,510

その他 1,439 4,360

営業外収益合計 13,795 18,674

営業外費用

支払利息 8,476 8,260

クレーム補償金 5,355 8,969

その他 601 300

営業外費用合計 14,433 17,530

経常利益 12,198 11,957

税金等調整前四半期純利益 12,198 11,957

法人税、住民税及び事業税 1,547 1,948

法人税等調整額 62 △7

法人税等合計 1,609 1,941

少数株主損益調整前四半期純利益 10,588 10,016

四半期純利益 10,588 10,016
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,588 10,016

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 32,746 65,680

その他の包括利益合計 32,746 65,680

四半期包括利益 43,335 75,696

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,335 75,696

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

　（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

　従来、当社及び連結子会社の有形固定資産の償却の方法については、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取

得した建物（附属設備を除く）については定額法）を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間よりすべ

ての有形固定資産の減価償却方法について定額法に変更しております。

　この変更は、環境配慮型塗料など多様化する当社グループの顧客ニーズに対応するため、生産体制の再構築に向け

た中長期的な設備投資計画を検討し策定したことを契機に有形固定資産の稼動状況を見直したところ、現状の成熟

した市場環境下においては今後は長期安定的な稼動が見込まれることから、定率法に基づく減価償却よりも、定額

法に基づく減価償却が設備の稼動状況をより適切に表し、合理的な費用配分を可能にすると判断したことによるも

のであります。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ3,296千円増加しております。　

 

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

　三井物産ケミカル㈱の売掛債権に対する保証額であります。

　
前連結会計年度

（平成24年11月30日）　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年２月28日）　

　 50,213千円 43,475千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 25,349千円 15,933千円

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年12月１日　至　平成25年２月28日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年12月１日
至　平成25年２月28日）

１株当たり四半期純利益 1円6銭 1円0銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 10,588 10,016

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 10,588 10,016

普通株式の期中平均株式数（株） 9,968,646 9,967,627

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年４月12日

川上塗料株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大谷　智英　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川上塗料株式会社

の平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年12月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川上塗料株式会社及び連結子会社の平成25年２月28日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

強調事項

　会計方針の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は、従来、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却

方法について主として定率法を採用していたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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